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1991年〜市⺠団体
1999年〜 財団法⼈
2012年〜公益財団法⼈

調査研究︓五つの良かったこと調査のまとめ
1.回答者属性-106タイプ
2.利⽤場⾯・場所（⼤分類）-10か所
3.利⽤場⾯・場所（中分類）-22か所
4.対象区分（モノ,ヒト,サービス,システム）-4種
5.対象区分細分類-約300種
6.良かったキーワード―27項⽬



調査研究︓地域（杉並）における良かったこと調査
今年度調査テーマである「地域における良かったこと調査」に東京都杉並区を選定しました。
その理由の⼀つとして、杉並区では障害者、⾼齢者等の団体の連携が密に図られており、⾏政との連携が⾏われている
ことが挙げられます。
同区は、「区⺠の参加による地域社会づくりの推進」、「協働による多様な公共サービスの提供と⼈材育成」、「参加と
協働を⽀えるコミュニケーションの充実」が必要としています。
これらの基本構想の実現には、不便さを感じている⼈たちのその内容と共に、良い事に関しての情報共有をすることが有
効であると考え、調査を実施しています。

実施、協⼒団体︓杉並区保健福祉部障害者施
策課、杉並区障害者団体連合会

主な協⼒団体

調査研究︓共⽤品研究所
目的：機構本体の共用品・共用サービスに関わる

実践と密接に連携し、機構内外における
共用品に関する学術的研究を進める
・実践から得た情報の統計・分析
・共用品に関する文献の収集・整理・体系化
・調査研究
・研究支援
・対外発信 等

研究の基盤づくりのために、勉強会を開催

＜2017年度＞

第1回 共用品、これからの活用方法
・講演1：共用品研究所の設立の目的と活動

－個人・組織における共用品の活用法
・講演2：改訂版ガイド７１・共用品へのトップダウンのアプローチ
・講演3：「共用品市場規模調査」の読み方と活用方法

第2回 共用品の研究とは何か－実践と研究の関係－
・講演1：「研究」と「リサーチ・クエスチョン」について
・講演2：研究事例の紹介

－ 点字・触知関連規格作成のための調査・研究事例について

＜2018年度＞
共通テーマ：共用品と研究

－不便さをかたちにする

第1回 不便さ対応と研究

第2回 知と研究 ※11月開催

第3回 実務と研究 ※開催日未定



ISO/TC 173/SC 7
TC（technical committee) 173：福祉用具
SC(Sub committee) 7：感覚機能に障害のある人のための福祉用具

2010年3月設立
議長：山内繁氏
※2019年1月より
倉片憲冶氏
（早稲田大学）

①アクセシブルデザイン－視覚に障害のある人々が利用する取扱説明書の作成における配慮事項
（Accessible design ‐ Considerations for preparation of instructions for use of consumer products used by persons with 
visual impairment）

②アクセシブルデザイン－消費生活用製品のアクセシビリティ評価方法（Accessible design ‐ Assessment method of 
accessibility of consumer products）

③アクセシブルデザイン－当事者ニーズ調査共通設計指針
（Accessible design ‐ Common guidelines for surveys of needs of persons concerned）

共用品化配慮 チェック項目



片手で使えるモノ展 目からウロコ展 旅を楽しむ「10のコツ！」と便利なグッズ
展

いつまでも元気で働く「10のコツ！」展 マイサイズ！あなたに合わせたモノ展 片手でも使えるモノ展

（2014年）（2013年）（2012年）

（2015年） （2016年） （2018年）

国際福祉機器展（H.C.R.）
2012年に「片手で使えるモノ」としたところ大盛況となった。
毎年テーマ（「片手」「旅を楽しむ」「元気で働く」）を決め展示

普及・啓発︓
⽬が⾒えない・⾒えにくい私だから考えついた“とっておきのアイディアコンテスト”



地域での共用品 展示

文京区 千代田区 杉並区

境界線をなくす。なくすには。

Ⅴ．⼀般製品Ⅰ．専⽤福祉⽤具

Ⅱ．共⽤福祉⽤具

Ⅲ．共⽤設計製品

Ⅳ．バリア解消製品
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